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澤田楽水居著『煎茶略説』について
　谷村アイ氏寄贈による大阪

市立美術館所蔵「谷村為海煎

茶関連資料」の中に、澤田楽

水居著『煎茶略説』という煎

茶書がある。目録・本文で

17丁ほどの短い書籍で、年

記の奥付がないために北邨春

豊の後跋に記された「寛政戊

午の秋七月」がおおよその出

版年を推測する根拠となって

いる。寛政戊午は寛政10年

（1798）であり、煎茶書とし

て評価が高い上田秋成著『清風瑣言』寛政6年刊（1794）と街頭

道者嵐翠著『自弁茶略』享和3年刊（1803）〔後世『煎茶早指南 

全』と改題〕の間に刊行されたものと思われ、大枝流芳著『青

湾茶話』宝暦6年刊（1756）〔後世『煎茶仕用集』と改題〕、田

能村竹田著『石山齋茶具図譜』･『竹田荘泡茶訣』･『竹田荘茶

説』文政12年跋 （1829）、深田精一著『木石居煎茶訣』嘉永2年

序（1849）などの主要な煎茶書と比べると、注目度が高いとは

いえないし、著者の詳細も知られていない。ただし、9行罫入

りの下段枠内に「蒹葭堂」の文字があり、木村蒹葭堂（1736～

1802）が出版に関わっていた書籍であるので、清風社などの煎

茶結社周辺の人物と考えられる。
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籃」とあり、「花
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ふべし。」とあって、「製
ちゃをせいす

茶」から「花
くはかうちゃ

香茶」までは、木村

蒹葭堂が翻刻出版した清国の葉雋之が撰著した『煎茶訣』宝暦

14年甲申跋（1764）の和訳であると記している。茶を入れるま

での内容が自身の見解ではないことなどにより、煎茶書として

の評価が高くならなかったのかもしれない。

　しかしながら、煎茶訣の和訳は簡潔で分かりやすく、漢字の

部分はほぼ総ルビで表記されているので、様々な茶事に関する

言い方や、後半に記述された器物の名称を18世紀末から19世

紀初頭の人々がどのように呼んでいたのかがよく分かる。ま

た、日本製の和物陶磁器の煎茶器に関する同時代的な記述が散

見されることは重要で、特に「涼
りやうろ

爐」や「小
きびしやう

砂罐」の記述の内

容には多くの知見がある。今その部分を抜き出してみよう。
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　初代清水六兵衛（1737～99）が、唐物写の揚名合利印銘のあ

る小型の涼炉や売茶翁形という形状の急火焼の製作に秀でいる

ことや、売茶翁高遊外が存命の頃に建仁寺町にいた三文字屋七

兵衛や、清水坂あたりにいた梅林金三といった、他の文献には

記載されていない急火焼作りの名工がいたことも確認できる。

後半の煎茶器の記述に関しては、道具の使い方が中心であり、

全体としては平易でマニュアル的な側面が強い煎茶書であると

いえよう。

（守屋雅史）


